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5 万分の 1 地質図幅

説明書 駒 ケ 岳 (札幌ー第 76 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員嵯峨山 積

はしがき

駒ヶ岳地質図幅に関する野外調査は昭和50年から 53年にかけ実施した.この

地質図幅はこれらの資料及び既存資料に基づいて室内作業を行い，その結果を

とりまとめたもので、ある.

本図幅をまとめるに当たり，北海道大学理学部勝井義雄教授には駒ヶ岳の地

質について御教示いただいた.珪藻化石に関しては大阪大学教養部小泉 格博

士に御指導いただいた.野外調査に際しては函館営林局森営林署に諸般の便宜

を図って項いた.また，森町役場からは地耐力調査資料を提供していただし、た.

北海道立地下資源調査所酒匂純俊所長には野外調査をはじめ終始御指導いただ

いた.同所横山英二地化学科長には地下水の，八幡正弘研究職員には温泉ボー

リングの未公表資料を提供していただし、た.以上の方々及び各機関に対し，心

から感謝の意を表する.

I 位置及び交通

本図幅地域は北緯42
0

0' -42
0

10'，東経 140
0

30' -140
0

45' の範囲を占め，内浦

湾(噴火湾)の南西岸に位置している.行政的には渡島支庁管内の森町，砂原

町，鹿部村及び七飯町に属している.本地域の南東部は海抜 1 ， 133 m の駒ヶ岳

(第 1 図)及び大沼などからなる大沼田定公園に指定されている.

主な交通網としては，国鉄函館本線及び国道 5号線，国道 278 号線である.

II j也形

第2図に本地域の切峰面図を示す. それによれば，地形は大きく火山地域，
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第 1 図駒ヶ岳遠景

森町鷲の木町付近から撮影.山体の中央部に押出

沢爆裂火口が見られる.
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第2 図 駒ヶ岳地域の切峰面凶

(l辺 1 kmで作成，単位: m)
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低地帯地域及び山岳地域に区分される.

火山地域は駒ヶ岳を中心とした地域で，本地域の約3分の l の面積を占め，

開析度は低< ，ほぽ同心円状の等高線を示す.低地帯地域は火山地域と山岳地

域に挟まれた，ほぽ南北に細長く延びた海抜 200 m以下の地域で，長尾・佐々

(1933b) の森低地帯に相当する. ぞれによれば本地域は古〈から黒松内低地帯

と南北に連なるものとして考えられ，寿都ー函館地裂線あるいは噴火湾地溝帯

などとよばれている.山岳地域は海抜 200-820m を示し，開析の進んだ急峻な

地形を呈する地域である.山岳地域は更に，海抜 500 m等高線付近を境に，東

部から北部にかけた比較的単調で、なだらかな地形を呈する地域し西部の複雑

で急峻は地形を呈する地域に 2分できる.これらの地形区分は基本的に後に述

べる地質の違いを反映している.

内浦湾西岸には一般に段丘が顕著に発達するとされている(石田， 1978: 石

田， 1983; 久保ほか， 1983). 本地域は石倉層及び駒ヶ岳火山噴出物な E の火山

拠出物のために段丘商は他地域ほど明瞭ではないものの，海抜標高 40-100 ill

の面と現河床面との比高が 20-25m 及び 5- lO m をなす面が認められる.

河川は山岳地域に数多く見られ， それらの大半が南西から北東方向に流れる

140
0
30'E

42ー10'N

内浦湾

140
0
45'E

第3図駒ヶ岳地域の主な河川
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(第 3 図).この内，尾白内川以北の河川は直接内浦湾に注ぎ，精進川以南の河

川は駒ヶ岳の南側を流れ，大沼，折戸川をへて内浦湾に注<".本地域の河川の

内，尾白内川は南西から北東方向に流れた後，中流域付近で駒ヶ岳山体に押し

も E されたかのように流路方向を北に変え，内浦湾に至る.このような傾向は

尾白内川の他，その北側の中ノ川及び森川においても見られる.

III 地質概説

本図幅地域は西南北海道の南部に位置する.西南北海道は地質構造的に寿都

から黒松内，長万部を通り，本地域のほぼ中央を抜け，函館に至る低地帯を境

に東部地域と西部地域に 2分される.すなわち，本地域の駒ヶ岳周辺は東部地

域に，新第三系が分布する西の地域は西部地域に位置する.

地質的には西南北海道は東北日本内帯の北方延長とされ，いわゆるグリーン

タフ堆積区にあたり，粘板岩を主体とする先第三系及びこれに遊入する花闘岩

類からなる基盤と， これらを不整合に覆って新第三紀から現世に及ぶ堆積岩類

や火成岩類が厚〈発達する.

本地域の地質層序は第 1 表の通りである.

駒ヶ岳図幅地域には先第三系は露出せず，新第三紀中新世以降の堆積岩類及

び火成岩類が分布する.

先第三系は濁)II，館及び大沼の各周辺図幅地域に分布すること及び大沼周辺

における本地域内の温泉ポーリングにおいても認められることから，本地域の

地表下にも広く分布すると思われる.

新第三系は，下位から中新世後期の鳥崎変質安山岩類，桂川層，鮮新世と考

えられる尾白内層，峠下火山砕屑岩類，留ノ沢層及び貫入岩類からなる.

鳥崎変質安山岩類は本地域の南西端，鳥崎川上流域に分布する最下部の地層

で，変質安山岩及び同質の凝灰角磯岩からなる.

桂川層は，地域西端に分布する.本層は，下部の硬質頁岩を主体とする硬質

頁岩部層し上部の砂岩を主体とする砂岩部層に 2分される.その他，シノレト

岩及び凝灰岩を挟在する.化石は Makiyama chitanii(MAKIYAMA) の他，

珪藻化石を含む.
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第 1 表駒ヶ岳地域の地質層序

時代| t也 層 名

砕堆喜火 駒岳降下ヶ | 貫入岩類及び化石歴 昭和 4年軽石流推積物 (Sp)
ウτ~

均lOb町 時代史 安政3年軽石流堆積物 (Ap)

第 l 新 沖積層( a)
クノレミ坂岩屑なだれ堆積物 (Kd)

世

噴物岳火山出ケ 破壊的時代
Ko-f 軽石流堆積物 (Kp)

押出沢岩屑なだれ堆積物 (ad) (Kf)

四|更
段丘堆積物 II (r2)

段丘堆積物 I (r1) 東山泥流堆積物 (Hm)

折戸川 j容結凝灰岩 (Ow)

新 発育時代 砂原岳 j容結凝灰岩 (Sw)

1 紀|世 駒ヶ岳溶岩 (KQ)
己刀

石倉層(I s )

本オ木ミ二 層 (Mo) E圭藻
ト一一一→ー?

留ノ沢層 (To)
東平 ?

峠干 ル八L1J砕屑昌山類 Tv
安山岩 (A) 珪藻

新|新 シノレト岩部層 (Os) Mα kiy αmα

第|世
尾白内層 chit ，αnii

凝灰質砂岩部層 (Ot)

?
流紋岩(R) 珪藻

砂岩 部 層 (Ks) Mα kiy α rna

桂 )1¥ 層 chit αη ii

硬質頁岩部層 (Kh) 変質安山岩 (Aa)

?

鳥崎変質安山岩類 (Ta)



尾白内層は，本地域の西部に分布し，下部の凝灰質砂岩及び凝灰角磯岩から

なる凝灰質砂岩部層し上部の塊状のシノレト岩からなるシノレ卜岩部層に 2分さ

れる.化石は桂川層同様， Makiyama chitanii (MAKIYAMA) の他，珪藻

化石を含む.

峠下火山砕屑岩類は，本地域の南西部から館及び大沼図幅にかけ広〈分布し，

尾白内層凝灰質砂岩とは指交関係にある.安山岩質の凝灰角磯岩，火山円磯岩

及び溶岩な E からなり，凝灰岩及び砂岩を伴う.

留ノ沢層は，東部の火山地域に分布する唯一の新第三系て大沼付近にわずか

に露出する.流紋岩質の凝灰岩からなり，シノレト岩及び安山岩の礁を伴う.

貫入岩類は，桂川層を貫く変質安山岩，尾白内層の下位に露出する流紋岩，

尾白内層を貫く安山岩である.

第四系は森層，石倉層，段丘推積物，駒ヶ岳火山噴出物及び沖積層である.

森層は本地域の北西部に分布し，未団結のシノレト質砂及び細粒砂を主体に，

喋及び泥炭を伴う.化石は海~汽水棲の珪藻をわずかに含む.

石倉層は濁川盆地を噴出源とする火砕流堆積物で，本地域の北西端部に分布

する.軽石及び火山灰からなり，離をわずかに伴う.

段丘推積物は平坦面の比高が 20-25m の段丘堆積物 I と， 5- lO m の段丘堆

積物 II に区別される.

駒ヶ岳火山噴出物は，更新世後期から現在まで活動を続けている駒ヶ岳の噴

出物で，溶岩，火山磯，軽石及び火山灰などからなり，本地域の東半分を占めて広

〈分布する.下位から駒ヶ岳溶岩，砂原岳溶結凝灰岩，折戸川溶結凝灰岩，東山泥

流堆積物，押出沢岩屑なだれ堆積物， Ko-f 軽石流堆積物，クノレミ坂岩屑なだ

れ堆積物，安政 3年軽石流堆積物，昭和 4年軽石流堆積物に区分される.この

他，降下火砕堆積物は一括して駒ヶ岳降下火砕堆積物とした.

沖積層は本地域の低地を形成し，未回結のシノレト，砂，喋及び腐植土などか

らなる.

このように本地域の地質は中央部の低地帯を境として，西部は中新世後期か

ら鮮新世における堆積岩と火山噴出物を主体とし，東部は更新世後期以降の駒

ヶ岳火山噴出物からなる.西部の新第三系は大局的には北北西ー南南東の走向

を示し，西から東に向かつて順次上位の地層が分布し，いくつかの向・背斜構

- 6 -



造や断層を伴なう.

W 新第三系

渡島半島の新第三系については長尾・佐々(1933 a-b , 1934a-b) により広

域的な調査研究がなされ，下位から福山統，訓縫統，八雲統，黒松内統，濁川

噴出物層及び瀬棚統とされる層序が確立されている.特に，本地域については

長尾・佐々(1 933 b) は「森，濁川地方の地質」の項で， 下位から八雲統，黒

松内統及び濁川噴出物層(群)が分布するとしている.

土居(1 960) は「森町の地質」の中て\新第三系を大きく下位から訓縫層，

八雲層及び黒松内層として述べている.

本地域において，新第三系は下付.から烏崎変質安山岩類，八雲層相当層とみ

られる桂川層，黒松内層相当層とみられる尾白内層，峠下火山砕屑岩類，留ノ沢

層及び貫入岩類に医分される.この内，桂川層及び尾白内層は岩相的にそれぞれ

2 つの部層に分けられる.貫入岩類は変質安山古，流紋岩及び安山岩である.

N.1 鳥崎変質安山岩類 (Ta)

本層は本地域南西部の烏崎川最上流域から，丙の隣接図幅地域である濁川地

域にかけ分布する最下位の地層である.変質安山岩及び同質の凝灰角磯岩から

なり，全体的に著しい鉱化変質をうけている.変質が強七、部分では有色鉱物は

方解石，緑泥石及び石英の集合に変化している.変質が弱 L、ところでは大部分

の有色鉱物が方解石や緑泥石，その他の鉱物に置換されている.濁川凶幅地域

では，本層に相当するプロピライト II が黒松内層に不整合で覆われ，その生成時

期は副|縫層の上部から八雲層のド部にかけての時期と推定されている(松下は

か， 1973) ことから，本層は桂川層の下位に位置する地層として取りあつかった.

N.2 桂川層

地層名新称.

模式地桂川中~上流域.

分布及び層厚 本地域の西，姥干名川，カド川，桂川流域及び，鳥崎川上流域に

7 -



桂
川
町

桂川層柱状図

キ却H の柱状図におけ

る矢印は珪藻化石用

試料の採取層準であ

る

第 4 図

日
日
目
白
田

カ

ド

}II

砂
岩
部
層

硬
質
頁
岩
部
層

桂

ll)

層

分布する.桂川層の層厚は1，580 m以上である.

本層は岩相的に下部の硬質頁岩部層と上部の砂岩部層に区分され，両

者は漸移関係にある.第 4図にカド川及び桂川における桂川層の地質柱状図を

岩相

示す.

硬質頁岩部層 (Kh)

蛇谷川，カド川の他，桂川及び鳥崎川の上流域に分布する.本部層は主に暗

灰~黒色を呈する硬質頁岩からなり，砂岩及びシノレト岩を挟在する.姥谷川上

流てやは厚さ 100 emの硬質頁岩と同じく 8 -15cmの砂岩の互層が認められる.砂

風化によりタマオ、ギ状構造を呈するところも見ら

れる.部分的に凝灰質なところ及び直径 5mm以下の礁を含むところがある.桂

川てやは下位から1)直径1m以下の偏平ないし球状で石灰~苦土質の団塊を含み，

厚さ 5cmの硬質頁岩と 1 em前後のシノレト岩の互層を呈する岩相， 2)硬質頁岩が

岩は青灰色~緑灰色を呈し，

偏平に細かく( 1 辺が 5mm大)害11 れる岩相， 3)灰色を呈する細粒砂岩相， 4)1 辺

が2-3cm のブロック大に割れる硬質頁岩相の )1頃に変化する.

砂岩部層 (Ks)

本部層は主に桂川中流域に露出している.主に青灰色~緑灰色の砂岩からな

シノレ卜岩，硬質頁岩及び凝灰岩を挟む.砂岩は粗粒砂岩，軽石まじり凝灰

8
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質砂岩及びシルト質砂岩な Eである.挟在する凝灰岩は灰白色~白澄色を呈し，

カド川でlOem，桂川では 5emの層厚を示す.

構造桂川層は北北西一南南東方向に延びる軸をもっ背斜構造を呈す.地層

の傾宗ヰは 10-30。である.

層序関係 下住の鳥崎変質安山岩類との直接の関係は明らかではない.上位

の尾白内層(黒松内層相当) とは断層で接している.

化石全層を通して Makiyama chitanii (MAKIYAMA) が含まれる.部

分的に珪藻化石を産出する.第 2表に桂川層からの珪藻化石リストを示す(試

料の層準は第 4図，試料採取地点は番号 2て\その位置は地質図に示す). 優勢

種は Thalassionema schraderi AKIBA , Actinoptychus senarius EHR.

及び Rouxia californica M.PERAGALLO などである.

時代及び対比 KorZUMI(1 985) によれば T. schraderi の消滅基準面は 7.3Ma

とされている.一方，個体数は少ないものの産出する Denticulopsis Kamtschatica

(ZABELINA) SIMONSEN の出現基準面は 6.6Ma てゃある.以上の事から砂岩部層か

ら産出した珪藻化石の組成は 7.0Ma 前後を指示すると思われる. このため，桂

川層は中新世後期の地層である.対比については長尾・佐々 (1 933 b) の八雲

統，土居(1 960) の八雲層桂川頁岩層に相当する.また，周辺図幅との対比てやは三

谷ほか(1 966) の戸田川層，松下ほか(1 973) の八雲層に相当する.

N.3 尾白内層

地層名新称.

模式地烏崎川中~下流域及び尾白内川中流域である.

分布及び層厚北は桂川下流域から，南は板小屋沢周辺にかけ，ほぼ北西一

南東方向に細長く分布する.層厚は1， 000 m以上て、ある.

岩相 尾白内層は岩相的に下部の凝灰質砂岩部層と上部のシノレト岩部層に区

分され，両者は漸移関係にある.第 5図に鳥崎川，森川及び尾白内川における

地質柱状図を示す.

凝灰質砂岩部層 (Ot )

主に軽石を含む凝灰質砂岩及び凝灰角磯岩からなり，一部，泥岩及び凝灰岩

を挟在する.鳥崎川てやは凝灰質砂岩(層厚 3-13m) と凝灰角磯岩(層厚 3-

-9-



第 2 表 桂川層産出珪藻化石表

種 名 個体数

ActinocyclusingensRAT. 5

Actinoptyehus sen αrius EHR. 28
Biddulphi α aurit α(LyNGB.) BREB&GOD. 1

Coceoneiscl αndestin αA.SCHMIDT 9
C. sp.

C. sp. 2

Coseinodiseus αrgus EHR. 1

C. mαrgin αtus EHR. 16

Denticulopsishustedii(SIMONSEN&KANAYA) SIMONSEN 2

D. kamtschatic α(ZABELINA) SINOSEN 2

D. Iα ut α(BAI L.) SIMONSEN 4

Grαmmαtophorα oeeαnieαvar. macilenta(W. SMITH)GRUN. 1

Melosirα sp. 1

Naviculα sp. 4

N. sp. 5

Nitzsehiααngulatα(0' MEARA)HASLE 1

N. sp. 4

Rαphoneis sp. 4

Rhizosoleniahebet αtα(BAI L.) GRAN 1

R. sp. 2

R. sp. 1

RouxiαcαlifornicαM. PERAGALLO 25

R. sp. 3

Stephαnodiscus αstrαe (EHR.)GRUN. 1

Stephαnopyxis turris(GREV.&ARN.)RALFS 21

Th αlassionem α hiros αkiensis (KANAYA) SCHRADER 8

T. nitzschioidesGRUN. 10

T. schr αderi AKIBA 30

Th αlα ssiosir αsp. 4

Thaiαssiothrix sp. 3

Total 200

(同定者，北海道立地下資源調査所嵯峨山積)
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尾白内層柱状図

尾白内川の柱状図に

おける矢印は珪藻化

石用試料の採取層準

である.

第 5 図
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8m) の互層を呈するのが見られる.

る.凝灰角喋岩の礁は安山岩質て\直径は40cm以下である.尾臼内川では凝灰

質砂岩中に挟在する凝灰岩は軽石(直径3cm以下) と岩片(直径2mm以下)

そこでは全体的に凝灰質砂岩が優勢であ

を

全体的に貰灰色を呈する.

シノレト岩部層 (Os)

合み，

塊状の暗青灰色を呈するシノレト岩からなり，一部，砂岩を挟在する(第 6 図).

森川流域で本層が最もよく露出しており，下位の凝灰質砂岩部層との境界付近

てやは軽石及び砂岩が多〈含まれる.尾白内川では本部層の比較的下部に，軽石

(直径 8cm以下)及び喋(直径 2cm以下)まじりの砂岩が認められる.

背斜軸か北北西一南南東に延びる軸をもっ向斜及び背斜構造をなす.構造

ら東の地層の傾斜は一般に 10-30。である.

層序関係下位の桂川層とは断層で接している.峠下火山砕屑岩類とは指交

関係にあると思われる.留ノ沢層とは分布域が異なり，関係は不明である.

(MAKIYAMA) が含まれる.シノレト岩部層

第 3表にそのリストを示す(試料の層準は第5 図，

chitanii一部に Makiyama

からは珪藻化石が産出する.

化石

Denticulopsis優勢種は試料採取地点は番号 16 て;

fossilis

A.SCHMIDT などである.その他，時代決定に有効な Denticulopsis

-11-
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第 3表尾 (I内層産出珪藻化石表

壬T五示間 名 個体数

ActinocyclusingensRAT. 12

A. sp.

Cocconeiscl αndestin αA. SCHMIDT 32

c. pediculusEHR.

C. scutellumEHR. 3

C. sp. 3

CosCinodiscusmαrgin αtus EHR. 5

Cyclotellα ocellαtαPANT. 4

Denticulopsiskamtsch αtic α(ZABELINA) SIMONSEN 4

D. semin αe SIMONSEN& KANAYAvar.(ossilisSCHRADER 43

DiploneisSmithii(BREB.)CL. 1

D. sp. 1

Gomphonemαsp. 2

Melosirα sol (EHR.)KUTZ. 5

Nαvicul，αspp. (2taxa) 2

Nitzschiad.oce αnic αHASLE l

Plagiogrαmma stαurophorum (GREG.)HEIB. 1

Rαphoneis surirellα(EHR.) GRUN. 8

R. sp. 5

Stephanopyxisturris(GREV. & ARN.)RALFS 15

Th αlassionem α hiros αkiensis (KANAYA) SCHRADER 1

T. nitzschioidesGRUN. 7

Thalαssiosirααntiqua (GRUN.) CL. 2

T. excentricusEHR. 15

T. gravid αC L. 5

T. line αtus EHR. 3

T. niduls(TEMP. & BRUN.)Jous 宜 1

T. noldenski δ ldi CL. 1

T. zα belin αe JOUSE 6

Total 200

(同定者，北海道立地下資源調査所嵯峨山積)
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第6 図 尾白内層シノレト岩

部層の露頭

(撮影地点は尾白

内川中流域で，地

点番号15 と 16のほ

ぼ中間)

シノレト岩部層の上

位の砂喋は段丘堆

積物 I である.

kamtschatica (ZAHELINA) SIMONSEN が個体数は少ないものの含まれる.

KOIZUMI (1985) によれば D. kαm. と D. s.v.f. 両者の共存期間は 2.50-3.70

Ma てやある.

時代及び対比 産出するま圭藻化石から尾白内層の時代は鮮新世にあたると考

えられる.本層は長尾・佐々 0933 b) の黒松内統，士居 (1960) の黒松内層

の一部に相当する. また，周辺図幅との対比てやは，三谷はか (966) の茂辺地

川層の‘部，石田ほか (975) の館層中の糠野部層及び須賀部層に対比される.

N.4 峠下火山仲屑右類 (Tv)

地層名 三谷ほか (966) による.

模式地大野町大野川上流域から函館平野の北~東方周辺地域である.本地
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域では尾白内川中~上流域である.

分布及び層厚 森川上流域及び尾白内川中~上流域から南に向かつて広がり，

本地域の南西部に広〈分布する.層厚は全体的な地質構造が明らかでないこと

から正確な値は不明であるが，1，OOOm以上に達するものと思われる.

岩相 主に輝石安山岩質及び角閃石安山岩質の凝灰角磯岩，火山円礎岩及び

溶岩などからなり，凝灰岩及び砂岩を伴う.

凝灰角喋岩は全体的に暗灰色~黒色を呈し，直径が最大のもので 1m近く，

一般的には20cm以下の角~亜角礁し黄灰色を呈する凝灰岩からなる.岩質は

一般に普通輝石紫蘇輝石安山岩である.

火山円磯岩は暗灰色を呈し，直径が一般に1O-20cmの安山岩質岩の亜角~亜

円礁し凝灰質砂岩の基質からなる(第 7 図).

第 7 図 峠下火山砕屑岩類中の火山円喋岩

(烏崎川上流の枝沢にて撮影)

凝灰岩は全体的に塊状てや，淡青白色~灰色を呈し，まれに直径 1-4cmの軽

石を含む. また，直径 O.5-1cm以ドの角礁を点在するところも見られる.凝

灰岩の層厚は 2-3m から1O -15cmていある.

砂岩は暗灰色~黄灰色を呈し，

- 14-



溶岩は暗灰色~黒色を呈し，柱状及び板状節理を示す. また，角喋岩に漸移

する部分も認められる.岩質は一般に普通輝石紫蘇輝石安山岩て二堅硬徹密な

岩質の他に多孔質なところもみられる.

森川てやは厚さ 4mの凝灰角礎岩と厚さ 2m の凝灰岩が互層を呈する. また，

板状節理を呈する安山岩質溶岩もみられる.

尾白内川では多孔質な溶岩及び角磯岩状の安山岩が分布する.

精進川では下流域で凝灰角喋岩に富み，上流では溶岩及び凝灰岩に富む傾向

がある.長谷川・嵯峨山(1983) は精進川中流域で，凝灰角礁岩中の礁が安山

岩の他に班れい岩質岩からなることを報告している.

構造 峠下火山砕屑岩類に挟在する凝灰岩及び砂岩から地層の走向・傾斜は

読みとれるが，測定可能な個所は少ない 全体的な構造は読みとりにくいが，

尾白内層を支配する北北西一南南東方向に延びる軸をもっ背斜及び向斜構造に

規制され，北西一南東方向の軸をもっ小規模な向斜構造は認められる.本層の

傾斜は一般には30° 前後である.

層序関係 本層は尾白内層とは指交関係にある. 下位の桂川層とは断層のた

めにその直接関係は不明である.上位は更新統である森層及び駒ヶ岳火山噴出

物に覆われる.

化石 野外調査において，化石の産出は認められなかった. しかし，大沼付

近の温泉ボーリング(第 8 図)の地質試料から珪藻化石が産出する.孔内地質

は深度68m から 563m 聞がシノレト岩及び砂岩の薄層を挟む凝灰角喋岩からなり，

峠下火山砕屑岩類に対比される(八幡，未公表資料).この内，珪藻化石用資料

は深度 415 m のシノレト岩て二含有率は低し、ものの Denticulopsis kαmtsch α tlC α

(ZABELINA) SIMONSEN 及び D. semi ηαe SIMONSEN&KANAYAvar.fossilis

SCHRADER が認められる KOIZUMI (1 985) によれば両者の共存期間は 2.50­

3.70Ma て、、ある.

時代及び対比尾白内層と指交関係にあること及び珪藻化石から，時代は鮮

新世である.本層のド限が中新世に及ぶか否かについては不明である.対比てや

は士居 (96 0)の黒松内層狗神岳集塊岩に相当する.周辺図幅との対比では松

下ほか (973) の黒松内層凝灰角喋岩部層及び火山角喋岩部層の一部，石田ほ

か (975) の安野呂火山砕屑岩類に相当する.
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温泉ポーリング柱状図

(八幡，未公表資料)

柱状図横の矢印は珪藻

化石用試料の採取層準

である.柱状図上の数

字は地点番号で地質図

に示す.

第8図
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留ノ沢層 (To)N.5

国府谷ほか(1 967) により命名.地層名

鹿部村駒見の折戸川左岸.槙式地

本地域の南東部隅，鹿部村駒見から折戸川流域に分布する.分布及び層厚

(第 9 図).層厚は駒見の露頭で 10m 前後である

石英及び黒雲母を含む黄灰色の流紋岩質凝灰岩である.塊状無層理て\

白色の軽石の他，直径lO cm以下のシノレト岩及び安山岩など

岩相

やや団結している.

の礁を含む.

本層は塊状無層理であること及び駒ヶ岳火山噴出物により厚く覆われ

ているため分布が限られていることから，構造は不明である.

層序関係 留ノ沢層とそれ以外の新第三系の分布域が異なることから，両者

の関係は不明である.上位は駒ヶ岳火山噴出物に覆われる.

構造

本層からは化石は産出しない.

国府谷ほか(1 967) は岩相から，留ノ沢層を鮮新世の地層と

化石

時代及び対比



第 9図留ノ沢層の露頭

(鹿部村駒見付近にて撮影)

留ノ沢層の上位にローム層を挟んで'Ko-f 軽

石流堆積物及びクルミ坂泥流堆積物が重なる.

している.今回の調査では時代を決定する具体的資料は得られなかった.周辺

地域との対比てやは，今のところ相当する地層はない.

N.6 貫入岩類

変質安山岩 (Aa)

桂川上流及び鳥崎川上流に分布する.桂川では約 5m の厚さで露出する.鳥

崎川上流では桂川層の硬質頁岩を貫くのが観察できる.両者の接触部は粘土化

し，澄灰色を呈する.また 硬質頁岩は熱変質のために白色を呈し，薄〈板状

に割れる.岩質は玄武岩質安山岩及び普通輝石紫蘇輝石安山岩でフ。ロピライト

化作用を受け，有色鉱物はほとんど緑泥石にかわっている.鏡下では斜長石，普

通輝石及び紫蘇輝石などが見られ，全体的にハイアロオフィチック組織を示す.

流紋岩( R)

尾白内川中流域に模式的に分布する他，中ノ川上流，精進川中流及び板小屋

沢上流域に露出し，全体的に北北西-南南東方向に延びる背斜軸に沿った形てや

分布する.上位の峠下火山砕屑岩類との接触部では熱変質は認められず，下位
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層との関係も不明であるが，南西隣りの館図幅において硬質頁岩からなる木古

内層を貫く流紋岩が露出することから，本図幅においても貫入岩類とした.斜

長石，石英，黒雲母及び角閃石などを含み，ガラスはパーライト質である.部

分的に流理構造と柱状節理を呈する.

安山岩 (A)

烏崎川中流域の枝沢及び板小屋沢に尾白内層凝灰質砂岩部層を貫いて露出す

る.岩質はガラス質な普通輝石紫蘇輝石安山岩である.

V 第四系

本地域に分布する第四系は森層，石倉層，段丘堆積物，駒ヶ岳火山噴出物及

び沖積層である.

V.l 森層 (Mo)

地層名 長尾・佐々 0933 b) は森・濁川地方一体を覆う火山灰層を主体と

する地層を森層とした. その後，土居 (1960) は森層を森町海岸に沿って露出

する磯岩・凝灰質砂岩・凝灰岩の互層として再定義した.

模式地森町烏崎川以西の海岸沿い.

分布及び層厚 烏崎川以西の海岸に沿って約1.5kmの幅で海抜高度40-100m

の面をなし，分布する.層厚は地点 1 で 7m以上である.

層相 地点 1 では青灰色を呈する未回結のシノレト質砂及び細粒砂を主体に，

直径3cm以下の安山岩質喋及び軽石質砂が見られる.また，厚さ 1 -35cmの泥

炭層が不連続で挟在する(第 10図).他の露頭では頁岩の磯(直径3-4cm以下)

がシノレト層中に点在している.

構造 地点 1 での地層の走向・傾斜は NI0W· 7ー NE であるが，全体的にほ

ぼ水平に近い構造を示す.

層序関係 下位層との関係は確認できなかったが，桂川層及び尾白内層を不

整合で覆っていると思われる.上位は陸成層である石倉層に覆われる.

化石 含有率は低いものの， ~毎~汽水棲種て、ある Actinoptychus sen αnus

EHR., Coscinodiscus mα rgi ηα tus EHR., ThαTαssioηθmαηitzschioides
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第 10 図 森層及び石倉層柱状図

柱状 ~I 横の矢印は時藻化石

用試料の採取層準である.

柱状関卜の数字は地点番号

で地質図に示す.

オて

*木

層

GRUN. などの珪藻化石が産出する(試料採取層準は第 10 図に示す).

時代今回の調査では時代を決定する具体的資料は得られなかったが，層相

的に見て更新世と思われる.

V.2 石倉層(I s)

地層名 長尾・佐々 (1933 b) は森町と八雲町境界の茂無部川から本地域の

桂川にかけて分布する ri 疑因不充分の火山掬出物堆積層」を石倉層群と命名し

た.その後，土居(1 960) は石倉層としている.

模式地森町石倉町から濁川盆地周辺にかけての地域.

分布及び層厚 本地域の北西域，鷲の木町以北の海岸沿いに分布する.層厚

は50m 以上である.

層相 暗灰色の軽石及び火山灰からなる軽石流堆積物である.地点 1 では下

位の森層を不整合で覆って厚さ 1 m の降下軽石堆積物が分布する. その一上位に

厚さ 6m 以上の軽石流推積物が発達する(第 10 図).軽石の大きさは降下軽石堆

積物で直径 2em 以下，軽石流堆積物で 15-20em 以下である.本層の噴出源であ

る濁川盆地に近づくに従い，安山岩礁が多くなる(松下ほか， 1973) が，本地

域てやは直径lO em 以下の礁がわずかに見られる程度である.
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層序関係 石倉層は森層を不整合で覆い，後述する段丘堆積物 I に覆われる.

時代 長尾・佐々 0934 b) は洪積統を上・下部に 2分し，石倉層(群)を

下部に位置付けている.松下ほか(1974) は石倉層と段丘の関係を述べ， r後期

洪積世の海退期の堆積物の可能性」を示唆している.石田(1978) は八雲地域

において石倉層が海抜20-70m の面を形成する落部段丘を覆っているとしてい

る.本地域では後述する比高20-25m の面をなす段丘堆積物 I が石倉層の上位

に分布する.

本層から産出した炭化木片の 14C 年代値は 12.900ｱ270年 B. P.(GaK-1605)

てである (佐藤， 1969).

以上の事から，石倉層の時代は更新世末期である.

V.3 段丘堆積物

本地域では現河床面と平坦而の比高が 20-25m の段丘堆積物 I と， 5-10m

の段丘堆積物 II が分布する.

V.3.1 段丘堆積物 I (r1)

烏崎川河口付近に最もよく発達する(第 11 凶).地点 3 の柱状図を第 12 図に示

第11 図段丘堆積物 I の露頭

(地点番号 3付近にて撮影)
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第12図段丘堆積物柱状図

柱状図上の数字は地点番号で地質図に示す.

す.本層が形成する平坦面は海抜高度15-55m，比高15-25mである.層厚は

gm以上である.喋，砂，シノレトなどからなる.喋は亜円~亜角礁で直径40cm

以下の安山岩質礁が主体である.砂は軽石質からなる部分が多い.尾白内川で

は本層中に駒ヶ岳火山噴出物である押出沢岩屑なだれ推積物が見られる.

本層は石倉層の上に分布し，段丘堆積物 II に覆われる.

V.3.2 段丘堆積物 II ([2)

鳥崎)IIと尾白内川の河口付近，精進川流域に分布する.第 12 図に柱状図を示

す.本層が形成する平坦面の比高は 5- lO mである.層厚は 2m 以上である.

軽石に富む砂喋及び砂からなる. 地点 7 での礁は直径 20cm 以下の亜円礁である.

V.4 駒ヶ岳火山噴出物

駒ヶ岳(海抜1， 133m)は円錐形を呈する成層火山で，周縁の低地帯より準

える独立峰である.古くは内浦岳または江刺岳とも言われている.噴火活動は

幾度となく繰返され，最近てでは 1929年(昭和 4年)に大爆発を起し， 1942年(昭

和17年)に小噴火はあったが， それ以降はほとんど活動を停止している.ただ

し少量の噴気が山項部火口において見られる.

駒ヶ岳の調査研究は古くは加藤(1909) によりなされ，円錐形の山体をなし

た「発育時代J，爆裂作用により山項部が破壊される「破壊的時イむ，寛永 7年

(1640年)以降における「歴史時代」の 3 つの時代に区分し，駒ヶ岳の形成史を
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述べている.

勝井ほ!か (975) は火山噴火に対する防災という観点から，野外調査に加え

て， これまでの火山地質学，地球物理学及び噴火記録の調査研究資料を取りま

とめ，詳細な報告を行っている.

本報告では勝井ほか (975) に基いて地層名を用いた. また，降下火砕堆積

物は一括して駒ヶ岳降下火砕堆積物とした.

V.4.1 駒ヶ岳溶岩 (KQ)

駒ヶ岳山項及び砂原岳基部に露出する(第 13 図) 地表で見られる駒ヶ岳火山

噴出物中，最も下位のもので，土居 (960) の剣峰熔岩に相当する.黒~暗灰

色を呈する普通輝石紫蘇輝石安山岩である.加藤 (909) によれば砂原岳の本

溶岩は上部が多孔質，下部は轍密で，最下部てやは柱状節理が発達し，撒槙石斑

晶が見られる.鏡下では，斑品は斜長石，紫蘇輝石，普通輝石及び磁鉄鉱など

に富み，石基は斜長石，紫蘇輝石，普通輝石，磁鉄鉱，燐灰石及びガラスから

なり，ハイアロピリチック組織をなす.

V.4.2 砂原岳溶結凝灰岩( Sw)

加藤 (909) の集塊熔岩及び土居 (960) の熔結凝灰岩に相当する.砂原岳

第13図駒ヶ岳 j容岩の露頭

(駒ヶ岳山項，南東方向から撮影)
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第14図 砂原岳j容結凝灰岩の露頭

(駒ヶ岳南山麓にて撮影)

何枚かの層理が見られる.

及び駒ヶ岳の山項付近から山体の北及び西側に分布する(第14図).本層は海抜

300m以上に分布する.勝井ほか (975) によれば数枚以上の fall unit から

なる降下軽石推積物(厚さ 10-20cm) が溶結したものであり，海抜 300 m以下で

は降下軽石が冷却され，かつ，薄層となるニとから溶結が行われなかったとし

ている.加藤 (909) によれば本層の表面は集塊質ながら，内部はユータキシ

チック構造を呈し，灰白色部と赤色部の互層状，外部は多孔質であるが内部は

徹密である.鏡下では斜長石，紫蘇輝石，普通輝石及び磁鉄鉱などの結品し

流理構造を呈するガラス質の石基からなる.

V.4.3 折戸川溶結凝灰岩 (Ow)

本地域の南東部，折戸川左岸沿いに分布する.本層は鈴木・国府谷 (964)

の留ノ湯熔結凝灰岩及び国府谷ほか (1967) の折戸川熔結凝灰岩に相当する.

折戸川での層厚は 30m 前後で，乾燥部で黄灰色，湿潤部で黄褐色を呈する. 2枚

の flow unit からなり，下部の方がより高い溶結度を示し，全体的に柱状節理

が発達する(第 15 凶).岩質は普通輝石紫蘇輝石安山岩て二鏡下では斜長石，紫蘇

一一 23



第15関折戸川溶結凝灰岩の

露頭

(折戸川左岸にて撮

影)

柱状節理がみられる.

輝石及び普通輝石などの斑品と，ガラス質てや細粒の自形斜長石をわずかに合む

流理構造を呈する石基からなる(加藤， 1909). 勝井はか(1975) は本層が駒ヶ

岳形成史の中でも初期の時代に属し，砂原岳j容結凝灰岩が形成された降下軽石

の噴出期に，その一部が火砕流として流動し，折戸川溶結凝灰岩が形成された

と推定している.

V.4.4 東山泥流堆積物 (Hm)

尾白内川下流域に押出沢岩屑、なだれ堆積物及び段丘堆積物 I に覆われて分布

する.第 16 図に柱状図を示す. そこでの層厚は 3m 以上である.土居(1 960)

は駒ヶ岳火山噴出物における火砕流堆積物が「標高 20-50m の段丘面」てや切ら

れているとしているが，本層はその火砕流堆積物の一部に相当する.全体とし

て灰白色を呈し，風化の進んだ軽石と安山岩質の角喋(直径 20cm 以下，暗青灰
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色を呈する)を含む. その聞を暗肌色のローム質火山灰がうめている.下位の

地層との関係は不明であるが，一応，前に述べた破壊的時代の最下位とした.

V.4.5 押出沢岩屑、なだれ堆積物 (Od)

加藤(1 909) は，破壊的時代の第二の時代に「駒ヶ岳火山ノ歴史中最モ激烈

ナノレ破壊作用」が生じ，東方に聞いた，馬蹄形大火口が出来，今日の駒ヶ岳の形

をなしたとしている. また， その時流れた堆積物について北東麓のものを松屋

崎泥流，南のものを赤禿山泥流及び馬ノ背泥流とよび，いずれも同ーのもので

あるとしている.国府谷ほか(1 967) はこれらを松屋崎火砕流堆積物あるいは

烏ノ瀬火砕流堆積物とよんだ.勝井ほか (975) は馬蹄形火口泥流堆積物及び

押出沢泥流堆積物とよび，一種の岩屑なだれ堆積物 (dry avalanchedeposit)

てやあるとした.

したがって本報告では一括して押出沢岩屑なだれ堆積物とした.分布は尾白内

川中~下流域，鹿部村駒見付近から折戸川左岸付近及び砂原町沼尻付近である.

尾白内川では最大層厚 10m を示し，ローム質砂(厚さ 4m 以下)を挟んで上・下

2層に分かれる.下部層は暗灰色を呈し，直径 25cm 以下の普通輝石紫蘇輝石安山

岩の角礁を含む.上部層は暗紫色を呈し，最大のもので直径 2-4m の普通輝石

紫蘇輝石安山岩の角礁，一部，直径 30cm 以下の亜円礁が含まれ，全体的に下部層

のものより大きな礁を含む(第 17 関).上・ド層とも淘汰は極めて不良である.

沼尻てやは層厚が 5m 以上てや，直径 25cm 以下の角喋を主とし，亜円礁は見あた

らない.

鏡下では安山岩礁は斜長石，紫蘇輝石及び普通輝石の斑品と部分的に赤鉄鉱

が点在するハイアロピリテック組織を呈する石基からなる.

本層は尾白内川において見られるように段丘堆積物 I 中に挟まれた状態で分

布する(第 16 図). このため，両層はほぼ同時期に形成されたものである.

V.4.6 Ko-f 軽石流堆積物 (Kp)

土居(1 960) の下部軽石流堆積物及び国府谷ほか (967) の焼野浮石流堆積

物に相当する.

本層は降下火砕堆積物である Ko-f 降下軽石堆積物と同時期の火砕流堆積物

である(勝井はか， 1975). 分布は砂原付近と大沼北岸に限られる.いずれも普

通輝石紫蘇輝石安山岩質の軽石及び火山灰からなり，淘汰は不良である.砂原
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第17図押出沢岩屑なだれ堆積物の露頭

(撮影地点は地点番号11)

押出沢岩屑なだれ堆積物の上下に段丘堆積物 I

の砂及び礁が認められる.

てやは赤褐色を呈し，直径40cm以下の軽石を含む.層厚は 2m以上である.大沼

北岸てやは本層はわずかに露出し， その上を後述するクノレミ坂岩屑なだれ堆積物

及び安政3年軽石流堆積物が覆う.

V.4.7 クノレミ坂岩屑なだれ堆積物 (Kd)

大沼から折戸川付近にかけて分布する.本層は鈴木・国府谷 (964) の火砕

流堆積物に相当する.勝井はか (975) は本層が出来潤崎火砕流堆積物(国府

谷ほか， 1967) に相当し，更に， Ko-d 降下軽石堆積物と同じ時期に形成され

た堆積物であるとしている.

暗灰色を呈する，やや多孔質な普通輝石紫蘇輝石安山岩からなる角磯とその

聞をうめるやや粘土化した軽石及び火山灰からなり，全体的に淘汰は不良であ

る(第 18図).大沼では礁の直径が 2m 以下である.本層は特徴的な流れ山地形

を構成する.

勝井ほか (975) は本層中の自然残留磁気の方位を測定し，極めて分散が大
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第18図 クルミ坂岩屑なだれ堆積物の露頭

(留ノ湯付近にて撮影)

きいことから本層は低温の岩屑流堆積物であるとしている. その後，アメリカ

のセントへレンズ火山の大噴火 (1980年 5 月 18 日)の際，本層と同様の堆積物

が形成されるのが目撃され， このような堆積物は勺Volcanic dryavalanche

deposit 汁 UI ， 1983) とよばれている. このため，本報告では岩屑なだれ堆積

物とした

V.4.8 安政 3年軽石流堆積物 (Ap)

加藤 (909) が破壊的時代の第四の時代における「赤褐色ノ浮石質砂喋ヨリ

成ノレ集塊質泥流」としたもの及び鈴木・国府谷 (964) の折戸川熔結凝灰岩*

に相当する.本層は暗灰色の安山岩質喋し赤褐色~乳灰色のやや角ばった新

鮮な軽石及び火山灰からなり，淘汰は不良である 軽石は斜長石及び輝石を含

み，大沼の北東，約1. 5 km の露頭では直径 25 em 以下である.

分布は主に駒ヶ岳の南東麓，大沼付近及び折戸川流域‘である.

本層は KO-Cl 降下軽石堆積物と同じ時期に形成された推積物である.

*本報告の折戸川溶結凝灰岩とは異なる地層である.
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V.4.9 昭和 4年軽石流堆積物 (Sp)

本層は昭和 4年 (1929 年) 6 月 17 日から始まった噴火により生じた軽石流堆

積物である.形成時代が極めて最近であることから，その分布を明らかにする

ために空中写真(約 3万分の 1 スケール)を用いた それによれば，本層は主

に鹿部方向の東方山麓に流下している.その他，北西及び南西の山麓にも分布

する.

灰白色~桃灰色の新鮮な輝石安山岩質の軽石及び火山灰からなり，淘汰は不

良である.本層の末端部である国鉄尾白内駅の南，約1. 3 km の露頭で、は幅数 m

の小チャオ、ノレ構造を示すフローユニットが何枚も重なっているのが見られ，各

フローユニットには逆級化層理が認められる. ここでの軽石は直径 45cm 以下で

ある.

v.4.10 駒ヶ岳降下火砕堆積物 (Kf)

駒ヶ岳はこれまで述べた溶岩や火砕流堆積物と共に，いくつもの降下火砕堆

積物を噴出している.これらの主な調査研究は山田(1 958) ，佐々木ほか(1 970)

及び佐々木はか(1 97 1)などである.第 19 図に分布図を示す.

本地域に分布する駒ヶ岳降下火砕堆積物は下位から Ko ー h， Ko-g , Ko-f,

Ko-e , Ko一白ハン， Ko-d1, 2 , Ko 一 Cl ， 2及び Ko-a の各堆積物である.な

お，これらの下位にはより古い降下火砕堆積物が存在する報告がある(山田，

1958; 国府谷ほか， 1967) が，露出がわずかな事から詳細は不明である.

Ko-h降下軽石堆積物

山田(1958) により命名され， その後，佐々木ほか(1970) により分布及び

性状が明らかにされた.それによれば，本層は褐色で風化の進んだ軽石及び火

山灰から成り，層厚は南芽部町臼尻で60em前後，磯谷で"30em前後，大船て、20em

以上，七飯町大七沢て"'30em前後である.勝井ほか(1975) は鹿部村大岩で層厚

140em で， 3-4 回の噴火輪廻が見られるとし，本層と同時期の軽石流推積物

の存在を示唆している.

14c 年代に関しては佐々木ほか(1 971) による本層上部の腐植から 5 ， 750 ｱ

110 年 B. P.(GaK-3334) し勝井ほか(1 975) による本層上位の火山円喋

層中の炭化木片から 5 ， 520 ｱ290 年 B. P. (GaK-4200) の報告がある.
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第19 図 駒ヶ岳降下火砕堆積物分布図

(北海道火山灰命名委員会， 1972 を一部簡略化し加筆)

単位: em ，四角の枠は駒ヶ岳図幅の範囲.

Ko-g 降下軽石堆積物

本層も山田(1 958) により命名され，佐々木はか(1 970) によりその分布及

び性状が明らかにされた. それによれば，本層の降灰軸は駒ヶ岳と鹿部を結ぶ

方向に延び，層厚は鹿部で 70-100em ，森町白川て、 50-60em ，南芽部町臼尻で 50

em 前後，磯谷て "20 -30em, ]II汲で20em前後，七飯町軍川で30em前後である.

下位のKo-h層及び上位のKo-f 層との聞には腐植層を挟む.

14C年代は本層上部の腐植から 4 ， 780 ｱ110 年 B. P. (GaK-3338) が報告

されている(佐々木ほか， 1971). このため，勝井ほか(1 975) は本層の噴出年

代をおよそ 5 ， 000 年前としている.

Ko-f 降下軽石堆積物

先に述べ ~t':Ko -f 軽石流堆積物と同時期の降下火砕堆積物である.佐々木ほ

か(1 970) によれば，軽石は多孔質で保水性が大きし風化した赤褐色を呈し，
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指間で容易につぶれる.本層の上部は細粒質火山灰を多量にまじえた腐植含有

量の多い黒色層となる.層厚は森町石倉で20-30cm，駒ヶ岳西方の森町姫川及

び赤井川で30-60cm，七飯町軍川で50cm前後，鹿部で60-90cm，南芽部町尾札

部てや40-50cm てやある.

下位のKo-g層及び上位のKo-e層との問には腐植層を挟む.

14c年代は本層直上の腐植が 2 ， 750 ｱ110 年 B. P. (GaK-2836) と報告さ

れている(佐々木ほか， 1971). このため，勝井ほか (1975) は本層の噴出年代

を 3 ， 000 -4 ， 000 年前としている.

Ko-e降下火山灰堆積物

山田(1958) によれば，降灰軸は駒ヶ岳から木古内方向に延び，層厚は森町

森川で 100 cm，尾白内てや50cm， その他，木古内，函館，館及び南芽部町磯谷で

それぞれlOcmである.勝井ほか(1975) は森町市街付近で本層は下部の乳灰色

火山灰と上部の黄灰色細粒軽石(直径2 -3cm) の 2 つの fall unit からなる

としている.

下位のKo-f層及び上位のKo一白ハン層との聞には腐植層が挟在する.

森町尾白内では本層最上部の腐植層中から石器，土器及び骨角器などが出土

しており，千代ほか (1954) はこれらを続縄文期のものとしている.このため，

山田(1958) はKo-e層の噴出時代を約 1 ， 200 年前と推定している.

一方，佐々木ほか(1971) はKo-e層最上部の腐植の 14c年代をし 700±130

年 B. P. (GaK-283 1)と報告している.

Ko 一白ハン火山灰堆積物

佐々木ほか (1970) により命名された白灰色の火山灰層である.降灰軸は駒

ヶ岳から南西方向に延び，ほぼ森，木古内，函館及び大沼を結ぶ線内に分布す

る.層厚は不明である.

下住の Ko-e 層及び上位の Ko-d 層との聞には腐植層が挟在する.

Ko-d 降下軽石堆積物

本地域において最も厚〈堆積する降下火砕堆積物である.本層は山田 (958)

により命名され，その後，佐々木ほか( 1970) により上部の細粒質火山灰から

なる Ko-d 1層と下部の軽石からなる Ko-d 2層とに 2分された.噴出年代は寛

永17 年(1 640 年)とされ(山田， 1958) , 前に述べたクノレミ坂岩屑なだれ堆積物
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第4喪 主な駒ヶ岳降下火砕堆積物の)次鉱物組成

(佐々木ほか， 1970 より)

地層名 区 分(mm) 斜長石 磁鉄鉱 普通輝石

Ko-d 1降下 2.0-0.2 60.0 4.4 6.5

軽石堆積物 0.2> 59.4 13.1 2.0

Ko-e 降下 2.0-0.2 47.4 6.8 9.8
火山灰推積物 0.2> 36.2 6.4 5.3

Ko-f 降下 2.0- 0.2(A 層) 46.8 5.4 3.6

軽石堆積物 2.0- 0.2(C 層) 49.6 1.8 6.1

と同時期の堆積物である(勝井ほか， 1975).

Ko-d 2層:降灰軸は北西~南東方向に延びる.佐々木ほか (970) によれば

本層は 4つの fall unit からなり，下部は粗粒，上部は細粒の軽石からなる. 層厚

及び軽石の粒径については森て "100-200cm (粒径 1- 5cm )，八雲町落部て、 50cm 前

後(粒径 0.1-0.3cm) ，八雲て、 20cm( 粒径 O.1-0.2cm) ，砂原で 50-100cm( 粒径

0.5-2.0cm, まれに 4.0cm前後)，七飯町て、20cm前後(粒径0.1-0.2cm) である.

Ko-d1層:降灰軸はd2層同様，北西-南東方向である.佐々木ほか (970)

によれば，本層は 3 つの fall unit に区分される細粒火山灰からなる.層厚は

森町白川て、20cm，函館，木古内，長万部で3-5cmを示す.

下位のKo一白ハン層との聞に腐植層が挟在する. 上位のKo-c層との間に

は見られない.

Ko-c降下軽石堆積物

駒ヶ岳の西方には全〈分布せず，降灰軸が東北東方向に延びる軽石層を山田

(1958) は駒ヶ巌統C火山噴出物 (K. C) とし，更にこれを 2分し，下部のKO-C2

層が明和 2年(1765年) ，上部のKO-Cl層が安政3年(1856年)の噴出物であ

るとしている.佐々木ほか(1970) は本層を 2つに区分できる地点は少なし

これまて引のKo-c層の分布域はKO-C2層のそれと一致し， KO-Cl 層の分布域
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紫蘇輝石 石基 砂頁石岩岩片 頁岩岩片 凝岩灰片岩 粘岩板片岩 安岩山片岩

19.2 8.4* 0.5 0.5 0.5

3.9 18.3 キ 0.6 0.7 1.3

27.0 9.0*

9.6 42.5*

18.7 17.3 0.5 7.2

13.3 24.2* 0.5 5.0

*ほとんど火山ヵーラス. (単位: %)

は非常に挟いとしている.また， Ko ー C2 層と KO-Cl 層の聞に腐植層や火砕流

堆積物が存在することから両者聞にかなりの時間的間隙があったとしている.

KO-C2 層:やや角張った形をした新鮮な版臼色の軽石からなる.勝井ほか

(1975) によれば KO-C2 層は少なくとも 5枚の fall unit からなり， ~炎赤樫色を

呈する軽石流堆積物を伴っている.分布は砂原町沼尻，駒ヶ岳及び鹿部を結ぶ

円弧内てや'層厚は降灰主軸部で 180cm である.

KO-Cl 層:下位の KO-C2 層とはば同様の軽石からなる.勝井ほか(1 975)

によれば少なくとも 4 [/1J の fall unit からなる.佐々木はか (197 0)によれば降

灰軸は駒ヶ岳から鹿部村出来潤崎を結ぶ，はぼ束丙 }j向に延び， その北及び南

側では急激に層厚を減じる.国鉄鹿部駅付近で 70cm 前後の厚さである.本層の

下位にも KO-C2 層同様，火砕流堆積物を伴う.

下位の Ko-d 層との聞には腐植層は存在しない. 上位の Ko-a 層との聞には

腐植層が挟在する.

Ko-a 降下軽石堆積物

昭和 4年 0929年)の噴火により堆積した灰白色の新鮮な軽石からなり，降

灰軸は駒ヶ岳から南東方向に延びる.佐々木はか(1 970) によれば，分布は砂

原町と鹿部村の町界，駒ヶ岳，南芽部町尾札部を結ぶ線内であり，層厚及び軽
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石の粒径については鹿部で 100 ern前後(粒径2-4em，まれにlOem) ， 南芽部町

磯谷て、60ω(粒径 2-3em) ，七飯町大七沢て、20cm前後(粒径2-3cm) ，尾札部で

10em前後(粒径 1 -2em) である.勝井ほか(1975) は本層が最大 5枚の fall unit

からなり，山腹及び山麓で昭和 4年軽石流堆積物を挟在し，層厚は噴火直後と

比らべてその後の圧密により約 30% 減少しているとしている.

下位の Ko-c 層との間には腐植層が挟在する.

V.5 沖積層( a)

沖積層は内浦湾周辺に広がる低地と各河川に沿って細長くのびる地域に分布

し，未国結の磯，砂， シノレト及び腐植土などからなる.

第20 図中の 1 つは砂原町地点 20 (地質図参照)における地耐力調査ポーリン

グ柱状である. それによれば，砂鉄及び腐植土を伴う細~中粒砂からなる厚さ

4.5m の地層が沖積層と思われる.

地耐力調査及び水井戸ポーリング資料などから，本地域の沖積層は駒ヶ岳火

山噴出物に由来する軽石及び火山灰に富む特徴がある.

4 海寸{抜m)標高

1 日
20

口シ川0-1 「一一寸

ロ細~中粒砂
ー4 斗 ~企~

日粗粒砂
第20 園地耐力調査ボーリング柱

口喋 状図-6 寸

柱状凶上の数字は地点番
日火山び軽石

号で地質図に示す.
-8-1

ロ砂鉄

羽応用地質

VI.1 砂鉄鉱床

内浦湾沿岸地域の長万部から国縫，八雲，森を経て鹿部に至る海岸沿いの平

野部てやは，古くから我固有数の砂鉄鉱床賦存地域として知られ，多量の砂鉄が
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採掘されてきた.その歴史は明治末期から開発が始まり，昭和26年頃からの鉄

鉱石需用の急増に伴い，昭和36年には40社を数える採掘業者が存在した. その

後，業者の数は次第に減少し昭和51年以降は全ての鉱山が休廃止となり現在

に至っている.

道家はか (954) は森町石倉~森聞を海岸段丘，海岸平野及び海浜の 3つに

区域分けした中て\海岸段丘には砂鉄は賦存せず，海岸平野においても極〈微

量であり，海浜については当時，稼行対象となり得る程度のものが賦存してい

たとしている.第 5表に主な試料の比重，着磁率及び鉄分含有量を示す.

第 5表主な試料の比重，着磁率及び鉄分含有量(道家はか， 1954 より)

産 地 鉄含(有% 分量) 含T(有%10量)2 着(磁%率) 比重

鳥崎海岸平野 13.33 0.81 20.0 3.18

石川原海浜 12.26 0.81 17.7 3.33

" " 17.90 0.40 25.6 3.37

" " 18.11 1.61 26.6 3.45

" " 15.47 0.81 31.3 3.57

" " 31.89 4.83 52.4 3.70

" " 31.32 5.64 43.6 3.57

(石川原海浜は国鉄桂川駅付近である)

中野ほか (954) は森~鹿部聞について調査を行い，推定埋蔵量総計は 150 ， 000

t (Fe 10% 以上) とし， その中てや砂原町砂崎付近は最大の埋蔵量が見込まれ

るとしている.第 6表に主な地域の砂鉄鉱量の総括を示す.

VI.2 温泉

駒ヶ岳山麓周辺には大沼周辺をはじめ，多くの温泉が存在する.これらにつ

いて，酒匂ほか (976) 及び二間瀬・松波( 1985) などにより調査されている.
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第6褒 森一鹿部聞における主な地域の砂鉄鉱量総括表(中野ほか， 1954 より)

面積 平均
推定鉱量

平均品住

地 区 別
m'

層厚 Fe T(%i0)2
町1

t
(%)

紋兵衛砂原 7,000 0.85 11 ,200 16 3

砂 三角州東部 3,600 1.00 72 ,000 12

沼尻~明神川 4,000 0.60 4,800 18 2
崎 メE入Z 計 76.800

松ド 松屋崎~鍛治屋川 4,500 0.90 8.100 16 2

屋ヤメ 鍛治屋川ド~ 2,500 0.80 4,000 26 3ドメキ川

fキII メ口 弘、 計 12 ,100

それによれば，大沼周辺の多くの温泉は単純泉であり，深層地下水型の温泉て、

ある.大沼湖東方の留ノ湯周辺では比較的浅い深度て高温泉が得られ，ここで

は火山性の発散物と思われる 504 イオンが多くなる傾向がある.これは，留

ノ湯温泉付近に露出する留ノ沢層からの湧出であり，先ほど述べたような単な

る地下水とは異なるとしている.第 7表に大沼・留ノ湯温泉地の放出熱量を示す.

第 7表温泉地の放出熱量(酒匂ほか ， 1976 より)

温(泉に 7よcるa 放熱量

温泉地名
X107cat/min) 総湧出量 最高泉温 j勇出 温泉の

動力 自噴 自然 全放熱量 (.{I, /min) CC) 孔数 熱階級

大留沼・ 2.83 3.98 0.22 7.03
ノ I易

2,445.1 57.2 18

(七飯町) (40.3)(56.6)(3.1)
III

温泉の熱階級の皿は 3.2-10 (X107) ca.e/min に相当. ( )内は%.
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早川(1972) は大沼周辺において地下等温面が北東から南西方向に向かつて

深くなる傾向を示し，直接浴用に利用できるだけの温度をもっ温泉を湧出させ

る深度は，大沼北東端の銚子口で400-500 m，大沼の北岸て、500-700m，国鉄

大沼公園駅付近で800-1 ， 000m以上と報告している.

VI.3 地下水

地下水については広田ほか(印刷中)により調査がなされている. それによ

れば，本地域の低地帯及び駒ヶ岳山麓周辺には20本に及ぶ水井戸が存在する.

第 8表に主な井戸の諸元を，第21図に水質組成を示す.地下水採水層はNo.5 井

ICXコ%

。

にわ%

。

主要井戸水質組成

(横山，未公表資料)

図中の数字は第 8表の

井戸番号及び地質図の

地点番号に対応する.

を除いて，いずれも駒ヶ岳火山噴出物と思われる. これらの井戸の比湧出量は

最少で12.1m3/d ・ m，最大で162.8m3 /d o m とかなりの幅をもち，平均50mYd ・ m
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αコ

第 8衰 主要水井戸諸元(広田ほか，印刷中から作成)

No. 所 在 地 井 F 名
深度 ストレーナー 水{立測 静水位 動水位 揚水量 比湧出量 7fq昆

m (m) 定年月 m (m) (m'/d) (m'/dｷm) ("C)

4 森町森川町 函館開建本井 50 21.5-43.5 53.9 -11.14 一 21. 85 220 20.5 10.4

5 港 開I 渡 島 冷 蔵 38.510 -38.5 56.6 -0.75 -1.54 374 473.4 15.7

6 尾白内町 備)営農用水 4 120
64 -72

42.9 -10.8 -13.65 61 21.4 13.275 -85

17 駒ヶ岳 一光給油所 61.540 -61.5 50.6 -4.0 -8.5 288 64.0 12.1

18 駒ヶ岳 ソダシャロレー牧場 93
50 -58

52.7 / -23.5 432 / 14.3
70 -85

19 赤井川 三井観光大沼牧場 50 34 -38 47.7 一 12.0 -18.5 288 44.3 10.9

21砂原町場中 道南種豚ファーム 84 67.5-84 58.4 -68.0 -69.8 293 162.8 14.3

22 度杭崎 中央公民館 100
61.5-100

55.9 + -9.3 890 / 12.8(3)

23 度杭崎 さわら幼稚園 101 79 -95.5 53.8 十 +0.3 317 / 12.8

24 紋兵衛砂原 国民健康保険病院 100 76 -100 48.4 -2.7 一 14.3 432 37.2 13.3

25 紋兵衛砂原 ;];] 立 *産 40.530 -40 53.5 -4.7 -10.5 245 42.2 15.2

26 砂 原 偏)営農用水 3 50 35 -42.5 42.2 -19.8 / / / /

27 砂、 原 砂原フアーム 150
73 -84

53.12 -33.75 -46.63 156 12.1 9.1100.5-117

静水位の+は自噴を示す. No. の数字は第 21 図及び地質図の地点番号に対応する.



前後である.水温も一定しておらず，平均12.5°C前後である.

水質組織は大きく見て，浅層水型から中層水型に位置するf 地域的には森町

駒ヶ岳~赤井川周辺と森~砂原周辺てやは若干水質が異なるようである.鉄分は

一部の井戸を除いて極めて微量である.

以上の事から，本地域では駒ヶ岳火山噴出物が厚〈堆積し，良好な帯水層を

形成している.
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50.000

KOMAGATAKE

(SAPPORO ・ 76 )

BY

TsumoruSAGAYAMA

(Abstract)

TheKomagatakedistrictislocatedbetweenlatitude42ー0'-42ー10'N

andlongitude140ー30'-140ー45'E , insouthernpartofsouthwestHokkaido.

Topographically , itiscomposedofvolcanic , mountainousandlowland

area. Thevolcanicareaisintheeasternpartofthedistrict. The

komagatake-yamaisastratovolcano 1 ,133 metershighabovesealevel.

The mountainousareaisinthewesternpartofthedistrict.Thelow-

land areaisinbetweenthevolcanicandmountainousarea.

Geology

ThemappeddistrictconsistsofNeogeneTertiaryandQuaternary

system. Thegeological succession in this districtissummarizedin

Table1.

NeogeneTertiarySystem

ItiscomposedofTorisakiAlteredAndesites ,KatsuragawaFormaｭ

tion, Oshironai Formation, Togeshita Pyroclastic Rocks , Tomenosawa

FormationandIntrusiveRocks.

Torisak.i Altered Andesites aredistributedin the southwestern

partofthedistrict.Thisformationconsistsofalteredandesiteandtuff
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breccia. KatsuragwaFormationisdistributedinthemostwesternpart

ofthedistrict. ItislithologicallydividedintoHardshaleand Sandstone

Memberinascendingorder. Theformerconsistsofhardshale, siltstone,

andsandstone;thelattermostlyofsandstone. Thethicknessofthisforｭ

mationismorethan1,500meters.Thedipofstratarangesfrom10ー to

30ー.Ityields Mαkiy αmα chit αnii (YOKOYAMA)andfossildiatoms.Some

ofthediatomfossilsfromtheSandstoneMemderindicateabout7.0Ma

diatomzone. Therefore , thisformationbelongs toYakumoFormation

oftheLateMiocene. Oshironai'Formation isdistributedinthewesｭ

ternpartofthedistrict. It islithologicallydivided into Tuffaceous

SandstoneMemberandSiltstoneMemberinascendingorder.Theformer

consistsoftuffaceoussandstone , tuffbreccia, andmudstone;thelatterof

siltstoneandsandstone.Thethicknessoftheformationismorethan1,000

meters. Thedipofstratarangesfrom10ーto30ー. Ityields Mαkiy αmα

chitanii(YOKOYAMA)and fossildiatoms. Some diatom zonesinthe

Siltstone Member indicate 2.48to4.3Ma. Therefore, itbelongsto

Kuromatsunai FormationofPlioceneage. Tδgeshita PyroclasticRocks

areextensivelydistributed inthe southwesternpartofthemappedand

surroundingdistricts.Theyconsistoftuffbreccias , volcanicconglomeｭ

ratesand lavas. Theirthickness ismorethan1 ,000 meters. There

exists aninterfinger relationship betweentheserocksandtheTuffaｭ

ceous Sandstone Member of the Oshironai Formation. Tomenosawa

Formationisdistributedinthesouthwesternpartofthisdistrict.Itis

mostlyrhyolitictuffsmorethan10metersthick. Thisformationyields

nofossils. It formed in Pliocene time. IntrusiveRocksof altered

andesite, rhyoliteandandesite, arefoundhereandthere.

QuaternarySystem

ItiscomposedofMoriFormation, Ishikura Formation, Terrace

deposits , KomagatakeVolcanicProducts, andAlluvialdeposits.

MoriFormationisdistributedalongthecoastinthesouthwesternpart
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ofthisdistrict. Itconsistsof sand, gravelandpeat, showingathickｭ

nessofmorethan7meters.Ityieldsfossildiatomsoftheblackishspeｭ

cies. IshikuraFormationisdistributedinthemostnorthwestern part

ofthedistrict.Itrepresentspumiceflowdepositscontainingpumiceand

ash.ItwasderivedfromtheNigorikawaCalderainthewestofthedis ‘

trict. Thethicknessismorethan 50meters. The14Cagefromcharｭ

calsintheformationis12,900ｱ270Y.B.P.(GaK-1605).Terracedeposits

aredivided intoIandII accordingtotheheight. TerraceIdeposits

composetheflatsurfaceof20to25metershighaboveriverbed.All

ofthedepositsarecomposedofsandandgravel. TheIandIIdeposits

aremorethan9and2meters thick, respectively. KomagatakeVolcaｭ

nic Products are , asawhole, dividedintotheproductsformedinthe

GrowthAge , DestructiveAgeandHistoricalAge.Theproductsinthe

GrowthAgeare composedof Komagatake Lava, Saharadake Welded

Tuff , and OritogawaWelded Tuff in ascendingorder; those in the

DestructiveAgeconsistof HigashiyamaMudFlowDeposits , Oshidashiｭ

zawa DebrisAvalancheDeposits, andKo-f PumiceFlow Depositsin

ascendingorder.IntheHistorical Age , KurumizakaDebrisAvalanche

Deposits , 1856 PumiceFlowDeposits and1929Pumice Flow Deposits

formedinascendingorder.TheKomagatakePyroclasticFallDeposits

arecomposedmostlyofpumiceandashfalldeposits.Alluvialdeposits

formingthe lowland, consist of gravel , sandandpeat. Theyaremore

than4.5metersthick.

AppliedGeology

Placerirondepositswerefoundalongthecoastalareasfacingthe

UchiuraBayinthepast. Allofthemhavebeenworkedoutatpresent.

ManyhotspringshavebeenaroundOnumainthesoutheasternpart of

thedistrict.KomagatakeVolcanicProductscomposegoodconfinedaquiｭ

fers;therearemanywater-wellsaroundtheKomagatakeVolcano.
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図版駒ヶ岳図幅地域の珪藻化石

1. Coscinodiscus margin α tus EHR.

2.Cocconeis cl αη desti ηαA.SCHMIDT

3-4.Denticulopsis kamtsch α tic α(ZABELINA) SIMONSEN

5-7.Denticulopsis seminae SIMONSEN & KANAYA var.

fossilis SCHRADER

8-9. Th αiα ssionema schr αderi AKIBA

10.Rouxia californic αM.PERAGALLO

11. Th αlα ssionem α nitzschioides GRUN.
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